
２月４日に横浜市衛生研究所から出た最新のインフルエンザ概況です

2016年第4週（1月25日～31日）の定点※1 あたりの患者報告数は、横浜市全体で
33.42と、警報発令基準値30.00を上回りました。

区別では栄区51.67と、非常に報告が多い区もあります。入院例やインフルエンザ
脳症などの重症例も報告されており、注意が必要です。

第4週の医療機関における迅速診断キットの結果ではA型74.8%、B型24.9%、ABとも
に検出0.3%と、ほとんど前週と変化ありません。

※1定点・・定点とは、定期的にインフルエンザ患者発生状況を報告している医療機関（市内153
か所）のことで、そこから報告された患者数の平均値が定点あたりの患者報告数です。

横浜いずみ台病院 ニュースペーパー
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今号は、横浜市衛生研究所ホームページ公開されているデータで、今の流行情報をお知らせしていきます。



地図で表した直近２週間の区別流行情報

年齢層別患者報告数

第２週以降１０歳代未満の患者が増加し、第３週、第４週とも全体の約６割を占めています。
１０歳未満の中では、５歳以上の集団生活を送っている年齢層が多く占め、学校や幼稚園
等での予防が重要です。



編集後記

先日、グループの本部がある名
古屋へ出張に行かせていただき
ました。ビジネスホテルの室内
はカラッカラに乾いていたので、
ダメ元で加湿器なんてありませ
んよね～…と、聞いたら、超立
派な加湿器を部屋まで持ってき
てくれました！ワーイ！

そして、２日目のホテルにい
たっては、美顔用のナイトス
チーマー（マイナスイオンが出
ているそうで…）完備でしたよ。
うれしいサービスでした！

お肌のためにも、インフルエン
ザ予防のためにも、適度な加湿
を心がけて、この時期をのりき
りましょう！

やまお

外来患者さんにはあまりなじみがないかもしれませんが、いずみ台病院で働
く職員は、病院内の厨房で作られている食事を注文することができます。

ご入院患者さんにも季節メニューの提供がございますが、私たち職員も、季
節ごとのメニューをいただいています。先日、節分には、太巻きやお吸い物、
豆まき用の豆まで付いてちょっとしたお昼の楽しみとなりました！

節分メニュー

お知らせ

いずみ台病院では、一緒に働いてくださるスタッフを募集しています。

病院には沢山の職種の方が働いています。２０代から６０代まで、幅広い年齢の
スタッフがいるのも当院の特長のひとつです。

ブランクがある方、子育て中の方も多く、また、看護助手（介護職）のお仕事ですと、
資格のない方、未経験の方もいらっしゃいます。

詳しい求人情報はホームページをご覧いただくか、お気軽にお問い合わせください。

ホームページ http://izumidai.net/ 電話 045-806-1133（代） 求人情報はこちら →


